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第４号様式(第１０条関係) 

会 議 録 (要 旨) 

会 議 名 
平成２８年度第１回武蔵村山市まち・ひと・しごと創生総合戦略 

推進委員会 

開 催 日 時 平成２８年８月３日(水) 午後６時 ～ 午後８時 

開 催 場 所 市役所３階 ３０１会議室 

出 席 者 及 び

欠 席 者 

出席者：委員６名 

欠席者：谷津副会長 

議 題 等 

１ 報告 

⑴ 武蔵村山市まち・ひと・しごと創生総合戦略推進委員会設置

要綱の一部改正について 

２ 議題 

⑴ 地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行

型）事業について 

⑵ 平成２７年度末におけるまち・ひと・しごと創生総合戦略の

進捗状況について 

⑶ その他 

結 論 

(決定した方針、残

された問題点、保

留事項等を記載す

る。) 

１ 報告 

⑴ 特になし。 

２ 議題 

⑴ 各事業のＫＰＩのみの判断ではなく、補足情報を記載の上、

外部有識者からの意見とする。 

⑵ 他に意見があれば、８月１２日（金）までにメール等で事務

局にいただく。 

⑶ 推進委員会の意見をまとめて、主管課にフィードバックし、

国に報告するとともに、市ホームページで公表する。 

審 議 経 過 

(主な意見等を原則

として発言順に記

載し、同一内容は

一つにまとめる。) 

１ 報告 

⑴ 武蔵村山市まち・ひと・しごと創生総合戦略推進委員会設置

要綱の一部改正について 

（事務局）武蔵村山市まち・ひと・しごと創生総合戦略推進委員会

設置要綱の改正点について説明 

 

２ 議題 

⑴ 地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行

型）事業について 

（事務局）地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生

先行型）各事業について説明 

―質疑・意見等― 

（委 員）「観光ＰＲ映像制作事業」のＫＰＩが、村山温泉「かた

くりの湯」の３月の入場者数となっているが、比較対象

として前年（平成２７年）３月の入場者数は何人か。 

（事務局）１６，５０８人である。 

（会 長）入場者数を年間で見ると前年から増加しているが、３月

だけを見ると減少している。３月のみで判断しなければ

ならないのか。 

（委 員）３月のみを前年と比較するのであれば、入場者数が減っ

ているので、事業の効果があったとは言いがたい。 

（事務局）観光ＰＲ映像の制作を昨年度１年間かけて行ったため、

映像が完成して公開してからの効果を測るということ

で、３月の入場者数をＫＰＩとして設定している。 

（委 員）これから効果が出てくるものである。 
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（委 員）「子どもの知力・体力向上プロジェクト」の「部活動支

援事業」及び「英語検定事業」について、部活ごとの入

部者数増加率の平均及び各級の合格率の平均ということ

でよいか。 

（事務局）部活動支援事業については、入部者数の前年比率は一中

９５．３％、二中３００％、三中５００％、四中５

０％、五中５９％であった。その平均値である。 

     英検は２級から５級まで受検者がおり、全中学校の受検

者に対する合格者数の割合である。 

（委 員）英語検定を実施することで学習意欲の醸成を図るのは良

いと思うが、今のまま目標年度を迎えるのには不安があ

る。 

（事務局）合格率に波ができてしまうのは仕方ないが、学校として

は高い目標を掲げて、生徒と努力していく方針である。 

（委 員）各事業について、観光ＰＲ映像制作事業以外は事業を継

続していく方針のようであるが、国からの交付金がなく

なった今年度以降は市役所の財源を充てているというこ

とか。 

（事務局）基本的には市の単独事業として行っている。継続してい

きたいと考えてはいるが、市の財政状況は非常に厳しい

ため、削らざるを得ない事業が出てくるかもしれない。 

（委 員）新規事業として始め、計画上では５年間実施していく形

になっている。国の交付金がなくなったから事業が継続

できなくなったというのは残念なので、活動に最低限の

予算が必要な事業については、推進交付金などの国の交

付金の利用を検討しつつ、継続してほしい。 

 

（委 員）ウィメンズチャレンジプロジェクトの今年度の予定はい

かがか。 

（委 員）緑が丘ふれあいセンターで継続していく。ハローワーク

の再就職相談会、起業フェスタ、女性の就業支援講座等

で「ウィメンズチャレンジプロジェクト」の冠を付けて

実施していく予定である。 

（委 員）当事業は、平成２７年度実施分の結果だけを見て数字上

で評価はできるが、１年間で結果を出すことはとても難

しく、複数年の計画の上で、継続して実施することで成

果が出てくるものは他の事業でも多くある。平成２７年

度だけ事業を実施して、その後全く実施していないもの

があるとしたら、それでよいのか。平成２７年度の評価

だけすればよいのかという疑問がある。今年度も実施さ

れていることがあっての昨年度の評価であると思う。 

（事務局）地方創生先行型の事業については、平成２７年度の評価

をしていただかなくてはいけないものである。次の議題

である総合戦略の平成２７年度末の進捗状況管理の方が

メインである。 

 

（委 員）「観光ＰＲ映像制作事業」について、今まではなかった

ため、動画で見られるのは効果的であると思うが、動画

の存在のＰＲ方法が課題である。 

（委 員）観光ＰＲには有効であるものだと思う。観光納涼花火大

会や村山デエダラまつりなど様々なイベントで放映し、

市民が接する機会を多くするような工夫をしたらよい。 
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（委 員）動画の貸出しについてもアピールする。 

（事務局）情報館「えのき」では絶えず放映している。 

（委 員）村山デエダラまつりでもメインステージの舞台転換の際

や会場のどこかで絶えず放映しておくなどして、やっと

市民に存在が認識されると思う。 

 

（会 長）予防接種システムについて、ダウンロード数が意外と少

ない。子育て情報サイトのアクセス数はとても多いの

に、予防接種システムの登録が進まなかったのはなぜ

か。 

（事務局）ＰＲはしているが伸び悩んでいる。 

（委 員）実績値については、市内の新生児数と同数程度だと予想

していた。 

（事務局）平成２７年の出生者数は５４９人である。市としては新

生児以外の２～３歳児をもつ親のダウンロードも見込ん

でいた。 

（委 員）予防接種のスケジュールで悩むのは、新生児から３歳児

くらいまでである。 

（委 員）予防接種は新生児のときが最も多く、大きくなるにつれ

て回数が減っていくので、そこまで需要はないのかもし

れない。ダウンロードしたという話を聞くのは、新生児

の母親がほとんどである。妥当な結果であったと思う。 

 

（委 員）「子どもと外出しやすいまちづくりプロジェクト」の

「絵本の読み聞かせ事業」について、実施回数が、４０

回ということであるが、算出根拠はどうであるか。 

（事務局）１日に２回実施しており、月２回の６月から３月までの

１０か月間で４０回である。 

（委 員）それであれば、４月から実施しているので４８回ではな

いか。参加者数について、同じ人が１日２回の両方の会

に参加しているケースが多いが、カウント方法はこれで

よいのか。 

（事務局）主管課に確認し、訂正があるようならお知らせする。

（訂正なし） 

 

（委 員）「地域スポーツ活動応援事業」について、事業費の用途

は何か。 

（事務局）卓球教室の講師謝礼、体育協会への委託料及び卓球台８

台の購入費である。 

（委 員）今後も使用できるものなのでよしとする。 

 

（委 員）費用の点からすると、「子どもの知力・体力向上プロジ

ェクト」の特進講座事業は、１回の受講者数が１０～１

２人程度であるが、費用に対してどうであるのか。ま

た、受講者の学力向上は図れたのか。 

（事務局）本市の学力の底上げを目標としており、受講者の学習意

欲の向上は見られるとの話である。 

（委 員）受講者以外の学習意欲も上がらないと意味がない。特進

講座は年間何回実施したのか。 

（委 員）昨年度の説明では、通常の授業よりも発展的な学習を行

い、試行していた中学校では特進講座によって、進学重

点校への進学者が増加したということであった。 

（事務局）特進講座の実施回数及び参加人数は、一中２３回２７１
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人、二中２８回２９６人、三中２７回３６６人、四中３

４回２６０人、五中２９回３１９人である。実人数では

ない。 

（委 員）今の説明を聞くと、費用が受講者数に対して高いという

印象はない。 

（事務局）各中学校の当初の在籍人数は、一中１７人、二中２１

人、三中３０人、四中８人、五中１０人である。 

（委 員）この評価及び意見は国への報告であり、市民に公表はさ

れないのか。 

（事務局）担当課へフィードバックした後、市ホームページで公表

する予定である。 

（委 員）同じような疑問が出ると思うので、補足を書いておいて

ほしい。 

（委 員）「外部有識者からの意見」の欄に延べ人数を書くとよ

い。 

（事務局）各事業とも補足できるところは事務局で記載する。 

 

⑵ 平成２７年度末におけるまち・ひと・しごと創生総合戦略の

進捗状況について 

（事務局）平成２７年度末におけるまち・ひと・しごと創生総合戦

略の進捗状況について説明 

―質疑・意見等― 

（委 員）資料５ページ「３ 産業の振興と雇用の促進」の「（仮

称）産業振興ビジョンの策定」について、市としてはど

んな産業を振興していきたいのか。平成３１年度に検討

終了とあるが、その年に検討を終えるのが目標というこ

とか。 

（事務局）工業、商業、農業、観光を含めた産業全般である。ま

た、目標については平成３１年度までに検討を終わらせ

るということである。実際にビジョンを策定するのは３

２年度以降かもしれない。 

（委 員）「地域ブランド認証事業の実施」について、平成２７年

度は１品増えているが、申請が１品だったのか、申請は

複数あったけれど認証されたのが１品だったのか。 

（事務局）昨年度はなかったと思うが、過去には申請はあったが不

採択というケースもあった。申請があると審査会を開く

が、実際には事前に相談を受けており、採択に関するア

ドバイスをすることもある。 

（委 員）目標値達成への課題のところに「地域ブランド認証の手

続や要件等の緩和」とあるので、実際に認証を希望する

人は多いのかと思った。 

（事務局）手続としては、職員も手伝って行うため難しくはない。

要件の緩和というのは、独自性がないと地域ブランドと

して認証できないが、その部分を緩和するというような

議論もあるということである。 

 

（委 員）資料１２ページ「子どもの貧困対応プランの策定」につ

いて、平成３１年度にプランを策定するということか、

それとも既にプランを策定し、動き始めるということ

か。 

（事務局）平成３１年度までに策定するという目標である。 

（委 員）子どもカフェでは独自に子ども食堂を実施している。 

（事務局）現在、健康増進計画・食育推進計画の改訂をしており、
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子どもの貧困について、健康面及び食育面を含めて項目

を設けた方がよいという話も出ている。 

（委 員）「市学力調査の実施」について、平成３１年度までに全

国平均正答率を１００％とした場合の平均正答充足率を

９０％まで引き上げたいというものだが、この１年間で

９％上がっている。何が功を奏したのか。 

（事務局）具体的な取組というものではないが、このような目標を

掲げることで、教員も熱心に指導していただいていると

いうことは教育委員会から聞いている。 

     教育委員会も読書活動の推進や漢字検定を実施する取組

をしており、総合的に学力向上につながったのではない

かと考えられる。 

（委 員）国語以外の教科はどうか。 

（事務局）教員は研究授業等にも積極的に取り組んでいる。教育の

専門家からは、本市は独自の取組が多く、他市と比較し

ても意欲的に取り組んでいると言っていた。漢字検定に

ついては非常に評価が高く、国語は全ての教科の基礎な

ので、他の教科の学力向上にもつながったと思われる。 

（委 員）１年でここまで伸びたのは喜ばしいことである。 

 

（委 員）１２ページ「男性市職員の育児休業の取得促進」につい

て、平成２７年度値が１１％と既に３１年度の目標を上

回っているということで素晴らしいと思う。 

（委 員）基本目標１の平日の滞在人口が約１割減少してしまって

いる。原因は分析されたか。 

（事務局）地域経済分析システム（ＲＥＳＡＳ）によるもので、原

因は分からない。 

（委 員）平日の滞在人口は雇用の影響がかなり大きいと考えたと

きに、市内の雇用数が減少しているのではないか。大き

な企業が市外へ流出した等、特にないか。 

（事務局）平成２７年度にかけて、大きく動いた企業は特にない。

傾向としては、事業所数は徐々に減少しているが、大き

くは変わっていない。 

（委 員）商工会において、退会者数が入会者数を上回っている状

況である。後継者不足が問題である。 

（委 員）そもそも地方創生の取組というのは、人口を維持すると

いう目標からスタートしているが、人口の維持と雇用の

問題は密接に関係しているものなので、産業振興分野に

よりお金をかけてもよいのではないか。本市においての

基盤産業は何か、雇用はどこで生まれているのかという

部分に行政が入り込んで、集中と選択をしていかない

と、何をやっているのか分からない。 

（委 員）昨年度も出ていた話だが、「検討」が目標になっている

のはおかしい。 

（委 員）予算の問題もあるのであろうが、今年度からは総合戦略

を実施していく年であるので、行政として前向きに進め

ていってほしい。総合戦略が絵に描いた餅にならないよ

うに、市役所のチームワークを期待している。 

（委 員）１ページ「広報戦略（シティプロモーション戦略）の策

定」の「目標値達成への課題と対応」にあるように、

「どのような魅力を誰に発信するかなど、効果的かつ戦

略的発信」することができれば、全てがうまく進むと思

う。 
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（委 員）一つ一つの事業は考えられたものであるので、連携すれ

ばすぐに動けそうものもある。担当部署の横の組織づく

りは企画政策課が主になって動かすときに、全体的なま

ちの将来像についての危機感を共有してもらえれば、動

きやすくなるのかと思う。是非実行に移してほしい。 

（委 員）要はビジョンと戦略である。予算をかけずとも、アイデ

ィアや連携することでできることはある。 

（委 員）例えば、産業のある部分を失ったら市の根幹が崩れてし

まうからその部分にお金をかけるような分析をしていく

べきである。 

（事務局）他に意見等があれば、８月１２日（金）までにメール等

で送ってほしい。 

 

 ⑶ その他 

（事務局）地方創生加速化交付金事業として、「武蔵村山の魅力づ

くり推進事業～魅力教え隊及び魅力マイスター制度の整備

～」を今年度実施する。 

今後としては、本日いただいた意見をまとめて、主管課

へフィードバックし、国に報告するとともに、市ホームペ

ージにて公表する予定である。 

推進委員会としては、今回１回で終了予定である。必要

に応じて、また会議開催を依頼することがあるかもしれな

いので、その際はよろしくお願いする。 

      

 

会 議 の 公 開 ・

非 公 開 の 別 

■公 開              傍聴者： ０人 

□一部公開 

□非 公 開 

 ※一部公開又は非公開とした理由 

 

 

 

 

 

会議録の開示・

非 開 示 の 別 

■開 示 

□一部開示(根拠法令等：                ) 

□非 開 示(根拠法令等：                ) 

 

庶 務 担 当 課 企画財務部 企画政策課(内線：３７４) 

(日本工業規格Ａ列４番)  


